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「どうなる？どうする！介護保険」
講演＆リレートーク

８月３日（土）社会学者・東京大学名誉教授の上野千鶴子様を講師にお招きして、講演会とリ
レートークを開催しました。現地参加者が86名、オンラインでのアクセス数119か所でした。
記念公演には社会学者の上野千鶴子氏を招き、介護保険制度の歴史から問題点まで、分かりや
すく講演してくださいました。
上野氏は「介護保険は生まれてからずっと国からの虐待を受けている」という辛辣な言葉もあ
れば、「どうなる？どうする！ではなくて、あなたがどうしたいのか？それを声に出していく
ことが大切だ」とここからが始まりというメッセージも届けてくれました。
会場の参加者からは「非常に斬新かつ合理的。日々考え、行動することの必要性を改めて感じ
ました。」「“無知は罪”に共感。学びをバネに国民が団結して声を上げることが大切に思いま
す。」と、自らが行動して勝ち取らなければならない！という熱量に包まれていました。
講演後は様々なサービス種別の方々から現場の声を届けてもらうリレートークを行いました。

訪問介護事業所からは「今回の改定には憤りを感じています。
訪問介護の専門性を軽視しているこの改悪を許すわけにはいかない。」
「少ない職員体制で今まで何とか頑張ってきた。このような状況が続けば、
訪問介護の担い手が本当にいなくなってしまう。」と現場での厳しい状況
を発言していただきました。
居宅介護支援事業所からは「介護保険制度の複雑さが利用抑制につながっ
ている。」「過疎地域では訪問介護の移動時間に30分～40分以上かかって
いる。この報酬改定で訪問介護事業所が閉鎖してしまう。この改悪は許す
ことができない。」と介護保険そのものに対する発言やサービス利用の
地域格差について発言をいただきました。

～友の会と共同組織の役割～ ～交通安全講習会～

★いきいき健康づくり
班会、医療懇談会、青空健康相談会

★安心・安全 住民参加のまちづくり
安心して住み慣れたまちで暮らしていく

★仲間・生きがい つながりづくり
趣味やサークル・旅行などで仲間づくり

友の会は、
「いつでも、どこでも、安心してかかれる医療」
を行っている共立病院や介護事業所と力を合わせ
て、会員さんの声をもとに、医療・福祉・介護の
安心を求めて取り組んでいます。

助け合いNPOゆいまるでは、くすりのお届け、草
刈りや植木の剪定、電球交換、ガレキの廃棄や雨
樋の掃除など、地域の高齢者が困っている様々な
ことを定額料金で支援いたします。

友の会への入会は 055-263-3131 へご連絡下さい。

いさわセンターの４月から８月中旬までの事故
発生状況は、合計9件、うち対物が8件とほとんど
を占めていました。
すべて、大きな事故には至らず、車両に傷程度で
した。事故のないよう、職員の意識を高めるため
に、交通安全講習会を行いました。
右折時、左折時の運転で気をつけなければならな
いことや、潜んでいる危険を講義していただきま
した。

令和４年 山梨県内事故の多い交差点
ワーストランキング

ワースト1位 蓬沢交差点
ワースト1位 竜王駅入口交差点
ワースト1位 四日市場入口交差点
ワースト4位 十郎橋西交差点
ワースト4位 昭和町役場入口交差点



2024年9月21日(土曜日）
14時～15時30分

共立介護福祉センターいさわ
笛吹市石和町広瀬781

①認知症ミニ講座 ②備え体操
③手話ソング ④その他お楽しみ

送迎もご相談下さい(無料）
ぜひ、みなさまお誘い合わせの
うえご参加下さい。
ご希望の方は下記の連絡先まで
ご連絡をお願いいたします

「自分や家族が認知症と言われたけどどうすればよいのだろうか」

「将来の為に、認知症を予防したい」「認知症について理解を深めたい」

100円

認知症の方も、そうでない方も参加できます。
介護されているご家族も大歓迎です。
地域の方々と一緒に交流や手作業を楽しんだり、
介護の情報交換などをしてみませんか？
ほほえみカフェには、認知症認定看護師や社会福祉士や
リハビリ職員、ケアマネジャーも参加します。

開催内容

開催日時

開催場所

参加費

TEL：055-261-1210
担当：井上・加藤

今後の開催予定日

２０２４年
１１月１６日（土）

２０２５年
１月１８日（土）

３月１５日（土）

※奇数月の第３土曜日に
開催予定です。


